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長岡市の環境に関するアンケート調査について 

 
１ 調査の概要 

１）目的 

長岡市環境基本計画（第４次計画）の策定にあたり、広く市民や事業所の環境に関する考え

方や要望等を把握し、環境の保全などに係る今後の課題を明らかにするもの。 

 
２）調査の対象、配布部数や方法、結果回収等 

 市民 事業所 

調査対象 
18 歳以上の市民 

（年代・地域を考慮し無作為抽出） 
長岡市内の事業者 

（業種や地域を考慮し無作為抽出） 

配布部数 2,500 部 300 部 
配布及び回収方法 郵送 

実施期間 平成 29 年 8 月 4 日～平成 29年 8月 21 日 

回収結果（回収率） 1,088 部（43.5％） 157 部（52.3％） 

 

２ 調査結果の概要 

１）市民向けアンケート 

■地球環境の保全について 

 ・地球温暖化対策に取り組むうえで、省エネ家電や設備の導入が必要であると回答した割合は

高いものの、「省エネ製品の購入に費用がかかること」が支障になっていると回答した市民の

割合が６割を超えている。（①③） 

・今後市が重点的に進めるべき施策として「太陽光などの再生可能エネルギーの導入支援」と

回答した割合が約６割と高い。（⑫） 

・環境に配慮した行動・活動の実践状況は、概ね、県民アンケート調査の結果と同じか、やや

高い割合を示している。中でも食品ロスの削減や、詰め替え品や簡易包装の商品の購入につ

いては、10 ポイント以上も県の調査に比べて割合が高い。また、地球温暖化に取り組むうえ

で、ごみの 3R に努めることが必要であると答えた市民の割合は５割を超えている。（②⑥⑦） 

 

■自然環境の保全について 

・森や川などの自然の豊かさや、多様な生物が生息していること、自然とふれあう場所の多さ 

について満足度が高い。（⑧） 

  ・今後市が重点的に進めるべき施策として「森林の適正な育成・管理」と回答した人の割合が

高い。（⑬） 

 

■生活環境の保全について 

・「道路などにごみが投げ捨てられていない」状況について満足している人の割合が低い。（⑨） 

・今後市が重点的に進めるべき施策として「ごみの分別の徹底、ごみの不法投棄やポイ捨ての

防止対策」と回答した人の割合は約６割と高い。（⑮） 

 ※対応するグラフの番号を文末の（ ）内に記載しています 
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■快適環境の保全について 

・「公共の広場・公園などの充実度」に対して満足している人の割合は約５割。街路樹や公園、

歩行者・自転車道の整備等を望む人の割合が高い。（⑩⑭） 

 

■環境保全活動への参加について 

  ・地域や民間で行っている環境保全活動のうち、「スーパーで行っている食品トレーなどの回収

や町内会の資源回収」に参加している人の割合は約７割と高い。（⑪） 

・今後市が重点的に進めるべき施策として、環境意識を高める取組のうち「学校教育における

環境学習の実施」と回答した割合が７割と高い。（⑯） 

 

２）事業者向けアンケート 

・節電などの省エネやごみの分別は多くの事業者が取り組んでいるものの、環境保全に取り組

むうえで、「設備投資などのコストがかかる」ことが課題であると回答する事業者は６割を超

えている。（⑰⑱⑲） 

・地域の環境保全活動に、すでに活動している事業所は約１割、今後活動したいと回答する事

業所は約６割と高い。活動内容としては、「まちの緑化活動、美化活動への参加」や、「廃食

油や資源物の回収などのリサイクル活動への協力」を回答した事業者の割合が高い。（⑳○21） 

 

３）アンケート結果の考察 

 ・地域の環境についての満足度は総じて高く、良好な状況であることが伺える。（○A ） 

・市民・事業者ともに節電やごみの分別に取り組んでいる割合が高く、身近な環境保全の取組

に関心が高いことが伺える。（④⑤⑰⑱） 

・地球温暖化対策の必要性については認識しているものの、省エネ機器の設置に要する費用が

課題となっていることが分かった。（③⑲） 

・今後市が重点的に進めていくべき施策として、学校教育における環境学習の実施を求める意

見が多く、次世代を担う子どもたちへの環境学習の場や学びの機会を創出することが必要。

（⑯○22） 
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３ アンケート調査結果 

１）市民向けアンケート 

Ⅰ．地球温暖化対策への取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ⅱ．環境に配慮した行動・活動の実践状況＜県民アンケートとの比較＞            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．地域の環境への満足度 
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Ⅳ．地域や民間が行っている環境保全活動への参加＜年代別の比較＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

Ⅴ．今後 10 年間で市が重点的に進めるべき施策 
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２）事業者向けアンケート 

Ⅰ．環境保全に対する取組状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ．環境保全に取り組む上での課題 
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Ⅲ．地域の環境保全に対する活動への参画・協働 
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講演会等の開催

30%

8%

24%

0%

29%

3%

52%

48%

1%

0% 20% 40% 60%

自動車や工場などからの排ガス対策に

よる大気汚染の防止対策

工場や事業場からの悪臭の防止対策

公共下水道の整備や工場・事業場など

の排水対策
有害化学物質の適切な使用や管理の推

進
消雪パイプの適正利用による地下水保

全対策
工場や事業場などからの騒音・振動の

防止対策

その他

ごみの分別の徹底、ごみの不法投棄や

ポイ捨ての防止対策

空き地の適切な管理の推進

＜地球環境の保全について＞ ＜生活環境の保全について＞ 

＜自然や景観などの保全について＞ ＜環境意識を高める取組について＞ 

すでに活動

している

12%
今後、積

極的に活

動したい

9%

機会があれば活

動したい

50%

あまり活動

できない

27%

その他

2%

＜活動への参画状況＞ ＜活動内容及び活動したい内容＞ 

21 

⑳ 

22 


